
+
、
軍
田
昌
平
宍
母
二
十
一
日
清
=
一
理
由
偏
物
語
可
(
幅
周
一
回
-
同
種
骨
』

干 す 壱 聾 日 一 月 十 勾五一ー --1-ヨ何回

震

載

曙

品
回
川

社

曾

費

と

娩

楽

税

:

:

・

・

!

法

事

博

士

神

戸

正

雄

新
園
民
主
義
の
立
場
・
・
:
・
・
:
:
・
・
・
・
控
室
-
博
士
石
川
興
二

農
村
負
債
整
理
問
題
・
:
・
:
・
:
・
審
皐
博
士
八
木
芳
之
助

叢

士
宮

A
岡
剛

四
四

U

占

znu欄

低
金
刊
と
資
金
の
勤
珂

日
印
協
定
の
改
訂
問
題
:
・
・

J
Z
#
T
h
d当
一
叩
ヨ
ョ
に
出

J
n
)
J
f
l
J
'
E
Eト

l
f
-
ノ，
r
f
e

審
事
博
士
谷
口
吉
彦

岡

山

内

九

マ
ー
シ
ャ
ル
地
代
論
議
一
考
察
・
:
:
経
済
事
士
山
岡
亮
一

燭
占
に
つ
い
て
・
・

-
J
E
-
-
:
・
:
:
:
・
:
経
済
事
士
青
山
秀
夫

ヒ
ル
デ
プ
ラ
シ
ト
以
園
民
経
済
亭
の
課
題
:
:
・
経
済
同
学
士
白
杉
庄
一
郎

町

百

件

畑

貴
島
牒
駒
場
M

将

来

の

産

業

政

策

・

・

組

済

事

士

安

田

元

附

川

錦

帥

新
着
外
国
経
済
雑
誌
主
要
論
題

七



除
島
牒
白
産
業
の
特
色
一
e
p

」
勝
来
白
産
業
政
策

ザ鬼一-=固

~巳

一
民
島
豚
の
産
業
の
特
色
と

将
来
の
産
業
政
策

".~:: 

!H 

緒

-=-Eヨ

凡
そ
一
燃
の
産
業
政
策
た
る
や
、
-
(
の
燃
の
産
業
の
特
色
に

ー
脚
し
て
樹
立
せ
ら
る
ぺ
き
も
の
た
る
や
一
げ
を
侠
た
や
。
而
し

て
一
鯨
の
産
業
の
特
色
た
る
や
、
共
の
防
相
の
位
置
、
地
勢
、
気
候

並
人
口
構
成
、
等
を
基
調
と
す
る
も
の
た
る
や
亦
一
一
一
巳
乞
侠
た
示
。

印
ち
一
一
勝
の
産
業
政
策
を
樹
立
せ
ん
Y

と
す
る
や
、
引
火
の
地
の
位

置
、
地
勢
、
気
候
、
人
口
構
成
等
を
悲
調
と
し
て
、
北
九
の
上
に

成
立
せ
る
共
の
地
の
産
主
の
特
色
を
充
分
に
認
識
し
て
後
、
初

め
て
適
切
た
る
指
導
方
針
を
定
む
べ
き
も
の
友
り
。

余
任
を
成
島
防
相
に
米
中
る
や
此
応
に
一
年
有
半
。
一
初
め
一
年

第
四
十
一
一
一
巻

六
Q
八

第
四
時
抗

一
五
六

出
は
商
工
水
深
課
長
止
し
て
此
の
方
聞
の
行
政
の
住
に
営
り
、

後
半
年
聞
は
規
整
課
長
と
し
て
主
と
し
て
農
村
方
面
の
事
務
を

推
賞
す
。

一
小
素
感
十
る
山
川
の

一
端
を
辿
ぺ
て
、
一
成
島
懸
の
所
主

の
特
色
と
怖
来
の
町
立
政
策
-
と

題
す
。
大
方
の
指
数
h

夕
刊

ば
字
誌
と
す
。一

、
鹿
島
販
の
位
指

地
称
、
集
候
拡
人
旧
構
成

世
間
島
燃
は
山
陽
越
の
中
央
に
位
し
、

市
ー
は
附
山
師
刊
に
、
作
同
ふ
i
本

一

'
L

鳥
取
と
島
根
と
の
二
服
に

同
は
山
口
燃
に
い
殺
し
、

WI 
方

ZllF 

の
地
は
瀬
戸
内
海
を
隔
て
t
h

愛
媛
と
答
川
と
の
嗣
鯨
と
到
す
。

内
海
に
は
え
ド
の
名
勝
股
品
を
初
め
百
六
十
飴
の

'M興
が
矧
十
社

し
頗
る
勝
目
京
に
監
む
。
海
岸
線
の
延
長
は
二
百
四
十
七
車
(
烏
剛

を
合
む
)

に
及
び
、
沿
岸
に
屈
曲
多
く
古
来
上
り
商
港
と
し

て
尾
の
道
、
糸
崎
、
軍
港
と
し
て
の
字
口
聞
の
一
外
に
漁
港
等
亦
多

し
む
然
れ
ど
も
お
艇
が
徐
り
に
多
き
矯
め
に
近
代
的
大
規
模
の

港
湾
を
般
く
の
憾
み
な
し
と
せ
や
。
燃
の
北
境
に
は
中
岡
山
系

あ
り
。
共
の
支
配
肌
は
京
北
よ
り
凶
南
に
定
的
て
燃
下
到
る
川
に

叢
地
的
低
山
が
起
伏
す
。

基
山
石
は
ム
へ
部
分
花
山
岡
山
石
よ
り
成
り
石



山
央
斑
山
石
地
之
江
東
ぎ
、

地
味
癖
思
に
し
て
、

赤
松
又
は
県
松
成

体
し
、
随
所
に
移
し
き
悉
裸
荒
廃
地
を
現
川
し
、
同
父
卜
は
生
居

の
如
き
は
備
後
東
北
部
に
於
て
相
時
一
澗
の
地
確
を
桃
山
川
ず
る
に

過
ぎ
示
。

河
川
は
多
く
此
等
の
高
峯
に
源
を
裂
し
可
愛
川
が
北
流
し
て

日
本
海
に
注
ぐ
の
外
は
何
れ
も
南
流
し
て
内
ι

悦
に
入
る
。
比
ハ
の

大
た
る
も
の
太
川
川
、

m 
EI'J 
J 11 

木
野
川
、
芦
川
川
と
す
。
此

r
-
j
iバ
川
の
上
山
内
北
部
山
問
地
方
に
れ
て

I

叫
印
州

ふ

H
U
語、L
U
J
、
1
3
此

一
千
仁
此
刊
i
σ
1
ι
2

司

4
L
L
L
F
-
T
ι
1
1
F
J

コ
コ
‘
-
5
1
c

叫
件
、
う
ゆ

q
E
F
H
μ
宅
T

L

h

J

f

ω

。

燃
内
山
獄
多
〈
線
岡
弘
の
八
十
三
%
は
林
野
に
占
め
ら
る
』

の
欣
況
に
在
る
を
以
て
開
潤
地
少
く
、
一
小
野
と
し
て
は
、
幅
山

市
附
近
、
一
岬
漫
府
中
問
、
批
同
機
郡
太
問
地
方
、
明
白
可
部
聞
の

外
各
地
に
勤
在
す
る
に
過
ぎ
十
し
て
.
排
地
慢
に
腕
柿
下
線
一
山
積

の
十
三
%
を
占
む
る
の
欣
況
た
り
。

師
糊
叫
棉
阿
債

勾
d

へ
一
九
一
、
七
二
六
町
歩

宅 Jl十山
I也
止

の
他 地体

七

oi九
、
七
七
四
(
へ
三
ゲ
J
)

一一

O
二
ニ
二
回
二
一
ニ
ゲ
J
)

=
一
一
二
ハ
二
へ
(
囚
ガ
)

民
乱
用
勝
目
成
業
の
特
色
と
将
来
の
虚
業
政
策

か
く
の
如
く
前
面
に
は
湖
戸
内
務
を
挫
へ
、

陣
地
に
は
各
地

に
山
本
起
伏
し
沈
地
共
の
聞
に
介
夜
し
て
成
渓
た
る
平
野
少
き

鴻
め
気
候
淑
度
の
鑓
化
が
複
雑
な
る
も
、
概
相
慨
す
れ
ば
北
部
山

山
地
方
は
日
木
海
の
影
響
を
受
け
降
雨
量
多
く
冬
季
積
零
亦
多

し
。
南
部
沿
培
地
方
は
雨
少
く
河
川
風
も
稀
に
し
て
気
候
亦
田
川
岐

友
り
。線

人
口
は
百
八
十
高
に
し
て
全
閣
の
道
府
燦
巾
に
て
第
十
町
一

を
十
日

hu司

人
日
制
度
は
↑
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
就
き
一
一
一
間

ー
‘
:
;
一
三
河
叶
h

J

4

A

、ャ
1
ン

-
γ
ι
J
、

A
M
l円

、

yJ日仰い
A
V
M
t
J
/
'
も
ド
K
H
I

b
』
間
引
に

r
Lヲ

ノ
/

F

ト
川
恒
三
ふ
ム

1
7、、
E
7

ノ

↑

ノ

t

l

や
L
高
し
。
人
口
増
加
の
趨
勢
は
昭
和
五
年
よ
り
昭
和
十
年
迄

の
聞
に
於
て
圏
勢
調
査
に
依
れ
ば
増
加
貫
教
一
一
二
、
七
七
六

人
に
し
て
全
凶
第
十
位
友
る
も
‘
共
の
府
加
歩
合
は
六
七
ル
に

し
て
全
凶
一
平
均
七
間
協
よ
り
も
や
k
下
位
に
位
し
全
幽
第
十

住
友
り

0

・
而
し
て
人
口
の
構
成
に
就
い
て
見
れ
ば
、
沿
海
地
帯

は
漁
業
盛
ん
に
し
て
漁
民
多
き
も
、
耐
脚
下
金
値
に
就
い
て
之
を

見
れ
ば
、
全
戸
数
の
四
割
は
農
業
者
に
し
℃
、
商
業
品
判
、
工
業

者
、
公
務
白
山
法
者
、
交
通
業
者
、
漁
疋
脊
之
に
次
ぐ
の
収
況

に
あ
り
。

第
四
十
三
谷

第
四
披

:Ji. 

七

六

O
九



昨
臥
島
勝
目
産
業
の
特
色
と
将
来
の
産
業
政
一
公

li察
内
公ト
れ
て
四
市
十
ノ、

;(l!; 
j;， 一二 : 一司ーーご二プ、 /，五

iY.qq qそそそそ lそ
てへ七ノl、七二 o二八 O
井E 三四l'日七二ー四七三二
皇制 丹、日l1，:子T 一日二三 Tl ゴ:1. -
叫(戸、

ナ 一一四
、古 I.，~. C 二四七七七 O

内 白山ヒ λえ二二三三
開。ノ o" ，.;s/ 0〆 Oノ 0/ 0/  0/  
日吾t /0  ノρ 〆タ ;0  /'0 ，/0 /0  /0  /i。
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市 ー四日百合

は問。一二三六八七手型ロ
人 l叫 ll~ 三三三九九三回 o"f・74

和子i、

農

数
業業

工

業

公
務
自
由
業

交

通

業

水

底

業

似

決

J
よノ
Lnk-PTFミ

1
ρ
d
u
司
3
7

無

職

一
八
一
一
、
四
0
0

戸
向

口
三
十
寓
を
超
え
、
一
川
戸
以
問
に
於
て
は
開
問
第
一
の
大
都
人
官
、

中
園
地
方
の
中
心
地
に
し
て
第
五
師
国
司
令
部
の
所
在
地
た
り
。

北
バ
の
他
牒
鵬
、
控
訴
院
、
税
務
監
督
局
、
鍛
道
局
、
専
寅
局

遊
信
局
、
文
理
科
犬
型
、
高
等
師
範
d
s
校
、
高
等
工
業
開
晶
子
校
、

高
等
副
学
校
等
の
官
公
街
多
く
商
業
般
盛
友
り
。

央
市
は
人
口
二
十
三
高
に
し
て
鎮
守
附
及
泊
軍
工
械
に
依
り

設
達
し
官
弐
の
降
擦
な
る
他
に
共
の
比
を
凡
A
V
J
O

尾
の
道
市
(
人
口
三
高
)
は
商
業
地
、
稲
山
市
(
人
口
芸
品
八
千
)
は

工
弐
地
と
し
て
共
に
重
き
を
属
す
。

第
四
十
三
谷

第
凶
抗

一
五
八

ノ、

O 

=
、
鹿
島
販
の
産
業
の
特
色

八
，
問
和
九
年
の
本
牒
産
業
統
計
を
見
る
に
左
の
如
し
。

パ
〕
庄
抽
郎
被

ね」工
荷
物
一
八
七
、
四
五
一
、
O
九
四
(
六
五
・
八
%
)

佳

品

肌

物

七

C
、
一
七
八
、
七
七
七
(
二
四
・
C
V
A
)

畜
産
物
八
、
凹
八
回
、
五
一
ニ
ニ
(
一
?
0
%
)

K
正
而
W

I

L

E

-

A

L

t

-

一コ
L
~

一
岬
町
ノ

3

7
F
K

川

寸

/

一

イ

ノ

-

一

fi
、J
ノ
〆
二

eyo
ノ、

付

月

物

川

、

九

-
e
'

也
、
九
五
二
「
一
一
・
一

μ)

政
業
一
一
一
。
匹
八
五
、
士
四
六
(
一
三
一
F
C

銑
法
物
一
、
C
八
三
、
五
六
O
(
0
・
四
%
)

郎
ち
町
制
下
物
産
と
し
て
は
工
産
口
聞
が
共
の
生
産
額
の
犬
小
を

占
め
、
農
産
日
間
之
に
次
ぎ
商
産
物
、
水
産
物
、
林
産
物
等
が
相

次
ぐ
の
欣
態
に
在
り
。
而
し
て
膝
下
産
業
の
特
色
は
、
燃
の
枕

白
‘
地
勢
、
気
候
等
に
影
響
を
受
く
る
事
大
に
し
て
、
夫
等
が

師
柿
産
業
に
左
の
如
き
特
色
を
輿
へ
つ

L
あ
り
。

二
八
凶
、
九
O
二
、
八
七
一
一
一
因

印
耕
地
少
き
こ
と
。

耕
地
少
く
農
家
一
戸
営
五
反
七
畝
に
し
て
、
全
国
半
均
の
約

半
に
過
ぎ
ざ
る
矯
め
そ
れ
が
農
家
粧
管
に
輿
ふ
る
影
響
は
大
な

hυ

。A
、
本
勝
良
業
は
米
安
作
は
汎
〈
行
は
れ
九
日
川
を
庇
ナ
れ
ど
も
刺
地

狭
少
な
る
伐
め
特
に
多
角
形
的
に
其
の
絞
管
を
枯
前
期
制
化
せ
し
む
る

要
る

p
o



幸
に
南
部
は
柑
橘
、
商
卒
、
除
轟
菊
、
葉
矧
卒
、
北
部
は
苅
抑
制
、

葉
煙
草
等
の
工
事
作
物
に
適
合
す
る
吉
以
て
此
等
の
栽
培
盛
ん
に
し

て
其
の
歓
簡
を
補
ひ
っ
、
あ
り
。
一
雨
霞
繭
は
其
の
産
額
少
き
も

優
良
原
料
繭
の
産
地
と
し
て
、
農
家
純
済
を
助
け
、
家
主
回
は
又
最

近
特
に
後
建
し
、
農
業
終
替
上
品
開
め
て
重
要
な
る
地
位
を
占
め
つ

つ
あ
り
。

B
、
五
反
歩
未
満
の
耕
作
農
家
段
、
総
農
家
の
五

O
%を
市
品
、
会

開
一
な
り
。
五
反
歩
以
上
一
町
歩
木
浦
の
排
作
農
家
一
一
一
六
形
、
一

町
歩
以
上
の
耕
作
農
家
一
一
間
M
J

な
り
。
従
っ
て
農
家
白
川
白
川
力
略
ミ

件
勺
4
J
1
K
M
L
d

呆
:
ヒ
「
L
f
l
i
t
-
-
3
川
N
1
5

、ー“

H

日
1
3

〉
十

L
J
!
、
L
H
U汀
川
町

J
6
1
L，
六
4
4
1
h
μ
l
千
i
H
l
μ
d
d
J
n

ノノー
J
t
、
J
ノ判州、コ
J
J
d可

h'

寸
J
'
J

二
、
!
r
r
F
k
b
喝コ
h
v
H
t
‘d
H
C
E叩

1
i
L
3

，C
〈

8
s
h
y
o
t
F
千』
A
J
7函

d

お
ι
ブ
J
n
一
i

f

x

j

F

J

d

r

l

c
、
創
業
を
稜
窪
せ
し
む
。

農
家
。
副
業
と
し
で
、
墨
麦
、
関
製
品
、
活
製
品
、
多
抑
制
ヱ
ル

木
綿
叫
材
、
蜜
柑
縮
話
、
荷
揚
切
千
、
松
山
斗
生
干
の
古
川
比
一
定
を
見
つ

L

あ

。
n
y
 

ω林
野
多
き
も
林
相
悪
し
き
こ
と
。

A
、
山
林
は
閣
税
多
さ
も
古
生
暦
ゆ
き
を
以
て
川
間
以
樹
林
少
し
。

又
発
裸
荒
陵
地
は
七
千
町
歩
の
底
き
に
達
し
ん
t
M
問
第
一
位
な
る
掛
川

め
に
早
水
害
を
う
〈
る
事
大
な
り
。

B
、
埼
械
鏑
物
殆
ん
Y
一
無
き
治
的
鏡
山
業
起
ら
ず
。

c
、
北
部
に
原
野
多
〈
四
寓
二

T
町
歩
の
牧
場
採
草
地
を
有
し
利
牛

の
産
地
と
し
て
、
其
の
生
産
現
敷
金
同
第
一
伎
を
市
む
。

ω合
梅
干
潟
多
き
瀬
戸
内
海
に
面
す
る
と
と
。

成
島
豚
の
高
版
業
の
特
色
と
将
来
の
産
業
政
策

A
、
浅
海
干
潟
多
〈
東
部
地
方
に
於
で
は
製
堕
(
年
度
額
二
百
四
十

三
苗
両
国
)
西
部
地
方
に
あ
日
て
は
養
殖
業
隆
盛
な
り
。
殊
に
牡
摘

は
年
額
五
十
一
高
固
に
し
て
質
量
共
に
全
閣
第
一
位
た

E
O

B
、
漁
場
は
頗
る
狭
隆
に
し
て
一
平
方
法
に
劃
ナ
る
漁
業
者
数
四
十

八
人
に
し
て
、
槻
戸
内
海
の
一
一
一
十
一
人
、
金
岡
平
均
十
六
人
に
比

し
接
だ
澗
密
な
り
。

c
、
内
海
漁
業
に
憤
る
与
を
以
て
、
漁
業
形
態
は
主
と
し
て
品
川
岸
漁

業
に
し
て
、
遠
洋
漁
業
に
従
事
す
る
者
殆
ん

r無
し
。

D
、
河
川
池
沼
に
よ
る
淡
水
漁
業
未
だ
愛
達
せ
ず
。

叫
商
工
の
巾
わ
ふ
た
る
べ
首
都
十
仰
が
主
要
産
主
的
日

h

よ
り
遠
〈
rmt

り
刺
戟
少
き
と
と
。

商
工
の
中
心
た
る
べ
き
沿
海
部
は
、

工
準
・
商
工
の
中
心

た
る
京
阪
神
を
距
る
こ
と
遠
し
。
又
宗
教
の
閥
係
(
安
曇
門

徒
)
或
は
従
来
の
因
襲
等
よ
り
見
て
、
勝
氏
は
一
睡
に
阪
紳
商

方
に
比
し
貯
蓄
心
は
盛
ん
怠
る
も
、
企
業
心
や
L

乏
し
き
の

嫌
あ
り
。
昭
和
九
年
の
統
計
に
依
れ
ば
、
銀
行
、
産
業
組
合
、

郵
便
貯
金
等
を
合
し
て
預
金
線
縦
四
億
四
千
六
百
高
闘
の
多

額
に
上
り
、

一
方
貸
出
に
於
て
は
僅
に
一
億
七
千
二
百
世
間
関

に
過
ぎ
や
ョ
賓
に
預
金
超
過
二
億
七
千
四
百
寓
圃
に
し
て
、

全
国
的
に
見
る
も
預
金
燃
と
し
て
有
名
な
り
。

第
凶
十
三
谷

第
四
時
恥

:n: 
九

ノ、



山
叫
島
燃
の
所
誌
の
特
色
と
将
来
の
庶
業
政
策

右
の
事
情
は
牒
工
業
に
左
の
如
き
特
色
を
興
へ
つ
L

あ
り
。

A
、
軍
需
工
業
、
情
設
工
業
の
外
は
主
と
し
て
中
小
工
業
な
る
と
と
。

本
牒
工
業
百
特
色
は
官
設
工
業
、
軍
需
工
業
の
外
に
は
粕
大
な
る

も
の
と
し
て
は
、
限
造
業
存
す
る
も
、
近
代
的
工
業
と
し
て
は
他

府
販
の
資
本
に
依
る
柿
綿
紡
縦
、
人
絹
工
業
等
の
工
業
存
す
る
も

小
川
以
外
は
巾
小
締
侍
に
よ
る
副
業
的

F

私
内
工
業
、
仰
統
的
特
理
工

業
に
過
ぎ
ず
。

椛
去
、

料
純
物
、
総
針
、
で
叩
定
、
飾
品
、
仙
刷
、
木
股
守
47ι

な

}

O

L

U

-

レ
ぃ
ヘ
J

ド
い
μ

引
+
J
h
p

戸川
H
h
p
c
ホ
hi
一
へ
凡
川

1
川

矢

口

同

一

ニ
U

内
j
羽
引
q
k
f

l

』

U

l

l

v

d

D

A

U

J

ふ
ん

1
t‘，

-

Hド
ツ
件
列

H
h
ら
ス
吋
，
L
↑

k
H
d
戸

、

1
i
v

必
仙
ロ
司
什
時
勺

力
を
利
川
し
判
る
純
閣
成
〈
低
め
に
市
民
北
方
阿
の
農
民
年
に
比
す

れ
ば
、
恵
主
れ
た
る
境
遇
に
あ
る
が
如
き
感
が
存
す
る
も
、
他
市

(
二
綿
織
物
、
国
間
晶
表
、
蜜
柑
、
結
誌
等
O
如
〈
設
備
不
完
全
な
る

絡
め
、
完
備
せ
る
新
誕
地
方
に
一
告
を
輪
す
る
の
粘
来
を
将
来
す

る
の
度
な
き
に
あ
ら
ざ
る
の
一
み
な
ら
ず
、
(
二
)
備
後
緋
、
目
立
、
毛

筆
等
の
如
く
枇
曾
の
、
進
展
と
共
に
晴
好
の
裂
選
に
よ
り
影
響
を
受

〈
る
も
の
多
し
。

B
、
勝
産
品
は
賞
用
品
が
主
な
る
も
の
に
し
て
、

き
も
の
な
し
。

工
婆
u
川
の
見
る
べ

閉
山
軍
都
を
有
す
る
こ
と
。

A
、
軍
需
工
業
の
勃
興
を
見
勺

L
あ
目
。

イ
ヱ
雌
、
被
服
支
廠
、
糧
林
支
'M等
の
官
設
軍
需
工
場
の
外
、
京

社
什
工
業
、
円
本
製
鋼
、
字
日
出
港
船
等
の
工
場
の
存
す
る
こ
左
。

ロ
工
雌
、
其
の
他
山
車
需
工
場
の
下
受
仕
市
唱
を
矯
す
中
小
銭
工
業
の

第
四
十
一
一
一
袋

ノ、

第
四
獄

一
六

C

多
き
こ
と
。

目
、
日
清
、
日
露
職
宇
後
躍
斗
品
川
殊
に
牛
肉
緋
品
業
の
愛
一
連

E
見
た
る

こ
と
じ
又
現
に
錦
、
人
工
砥
石
工
業
等
の
殻
遣
を
見
っ
、
あ
り
。

c
、
咋
間
島
港
が
軍
都
の
閥
係
上
、
開
港
場
と
な
り
符
ぎ
る
錦
め
、
貿

易
は
主
と
し
て
、
阪
紳
尚
人
の
手
を
絞
る
間
接
貿
易
に
よ
る
の
止

む
な
き
資
情
に
あ
り
。

判
川
名
勝
蓄
積
に
富
め
る
こ
と
。

ぺ
下
の
名
勝
峨
島
を
一
閉
め
と
し
て
‘
瀬
戸
内
海

問
、
刊
に

同
州
立
公
悶
阪
域
内
に
あ
る
鞘
の
浦
の
悔
の
示
、
と

段
~，k 

泊
四
伴
峡
の
峡
谷
の
醐
慨
を
併
せ
具
へ
、
加
之
長
く
も

明
治
大

帝
の
日
清
戦
役
首
時
大
串
臓
を
此
の
地
に
進
め
ら
れ
、
叉
志
士

頼
山
陽
を
産
み
た
る
等
史
蹟
に
も
亦
内
外
観
光
客
の
杖
b
t
曳

く
も
の
多
し
。

富
島
細
工
、
執
の
鯛
網
等
の
天
下
に
喧
倒
せ
ら
る
L

名
物

亦
之
に
負
ふ
川
多
し
。

=
一
、
鹿
島
販
の
護
業
政
策

以
上
の
如
き
蹟
島
牒
産
業
の
特
色
よ
り
樹
立
せ
ら
る
ぺ
き
産

ベ
ポ
政
策
は
、
凡
そ
次
に
涼
一
ぷ
る
が
如
き
項

H
-な
り
。

甲
、
生
産
方
而



山
耕
地
事
業

耕
地
少
き
に
加
ふ
る
に
年
々
潰
慶
に
闘
す

る
も
の
紗
か
ら
や
。
前
八
ヶ
年
の
平
均
を
と
る
に
、
毎
年
耕
地

の
撮
張
四
一
七
町
七
反
た
る
も
、
之
と
反
到
に
耕
地
の
潰
廃
四

六
八
町
一
一
反
に
し
て
、
差
引
五

O
町
五
反
の
排
地
減
少
を
招
来

し
つ
a
A

ち
り
。

大
開
墾
の
除
地
は
販
の
寅
情
よ
り
見
て
困
難
な
る
も
、
小
問

墾
を
奨
働
し
農
家
経
営
の
某
礎
を
持
養
す
る
の
要
あ
り
。
一
メ
用

却
水
炉
エ
応
変
な
ら
し
む
る
が
鴻
H

1持

ド
「

F、
j~3 

強
I~I 
:}15' 
tL 

る
漁
悶
の
暗
渠
排
水
、
瀧
慨
に
不
便
な
る
山
間
の
矯
め
に
溜
池

の
修
築
、
増
築
等
を
鋳
し
以
て
農
産
の
減
収
を
防
止
す
る
に
努

め
又
農
業
経
営
の
合
理
化
を
闘
る
に
資
せ
し
む
る
を
要
す
。

同
農
業
経
営

ぇ
、
農
業
経
替
に
あ
り
で
は
耕
地
少
き
現
欣
に
鑑
み
、
軍
位
面

積
小
な
る
問
よ
り
牧
盆
を
多
く
る
ぐ
る
に
意
を
用
ふ
る
を
要
す
。

付
主
要
農
作
物
に
就
い
て
は
品
種
の
改
良
統
一
に
依
り
商
品

的
債
値
の
向
上
を
期
す
る
こ
と
。

米
は
年
h

百
四
十
高
石
内
外
の
生
産
に
て
、
騒
内
消
費
に
不
足

し
年
々
約
六
七
十
寓
石
の
移
入
を
見
つ

L
あ
り
。
之
ム
」
反
封
に

民
島
田
明
白
産
業
の
特
色
主
将
来
の
産
業
政
策

牒
外
に
持
抄
出
す
る
も
の
約
十
五
、
六
高
石
に
し
て
殊
に
酒
米
の

如
き
は
内
地
三
十
四
府
服
の
外
出
一
退
く
朝
鮮
、
満
洲
、
布
庄
に
ま
で

進
出
せ
り
。
従
っ
て
有
利
た
る
酒
米
に
一
段
の
進
出
を
計
り
、

自
家
飯
米
は
朝
鮮
米
、
基
綿
時
米
を
以
て
す
る
を
有
利
去
り
と
す
。

向
施
肥
の
合
理
化
に
よ
り
生
産
費
の
低
減
に
努
む
る
要
あ

り。
ロ
話
村
林
業
に
あ
り
で
は
、
産
繭
底
却
の
統
制
に
上
り
経
替
の

安
応
い
い
好
む
や
と
と
。

ハ
玄
国
産
は
亦
最
近
特
に
重
要
た
る
部
門
を
た
し
、
牛
の
如
き

共
の
生
産
頭
数
全
園
第
一
一
位
を
占
む
る
に
至
り
、
盆
-R

重
要

の
度
を
加
へ
つ
L
あ
る
に
よ
り
布
畜
農
業
の
普
及
と
併
せ
て

此
等
の
殻
建
を
策
す
べ
き
と
と
。

戸
高
級
園
婆
口
叩
は
生
活
の
向
上
に
仲
ひ
逐
年
需
要
増
加
の
趨

勢
に
あ
る
を
以
て
、
一
六
惑
を
利
用
し
一
居
之
が
奨
繭
功
長
に

努
む
る
の
要
あ
り
。

山
間
此
等
各
関
係
の
配
合
宜
し
き
を
得
せ
し
め
、
農
業
の
経
営

を
し
て
将
来
釜
k

多
角
形
経
骨
た
ら
じ
む
る
要
あ
り
。

B
、
農
村
副
業
、
農
村
工
業
等
に
力
を
注
ぎ
特
殊
産
業
の
設

第
四
十
三
巻

ムノ、

ノ、

第
四
披



康
島
勝
の
産
業
の
特
色
と
勝
官
悼
の
産
業
政
策

建
、
絵
剰
努
力
の
利
用
を
計
る
の
要
あ
り
。
殊
K
経
済
的
に
恵

ま
る
h
A

事
少
き
北
部
農
家
に
於
て
共
の
必
要
の
切
友
る
も
の
あ

る
を
莞
ゆ
o

A

同
林
業
、

林
業
に
あ
り
で
は
、
林
分
極
め
て
不
整
不
備
に

し
て
、
本
質
的
の
機
能
を
減
殺
せ
る
も
の
多
き
を
以
て
、

C Jt A 
る、随に1'[; . 11 
こ奥せ X 業 叫 L， :1e 
と古1; し ~1と晶宮城ぜて附
等 7悶む 3i: の iスl治ー

を穿2べ の 刷 Ji;:'7j(多
念樹き生新事旧大
主主材、と産 fこ を プ じ た
なのと柑J: I~í 壁る
り 荊IJ 0 JJI{ "'むをまf't
と刑 を、忌則!在
す I滑 I司 1~， ，h し利、
。食 る J主校、地
に 事樹林 の
訟 を精に 復
を 以に ~~\I 嘗
住て鞠い を
ぎ 他換哨 岡
林のナ 1x ~ 
司日Ij f，是るを
の 1't<j;;;[' ~t 
帯樹に倒産
大 箱 11，，:1"堅守
を 林りる 珂t
t良ー に、伐 と

す埠夏め併

ω水
産

水
産
に
あ
り
で
は
、
養
殖
業
が
庚
島
湾
に
偏
在

ず
る
の
情
勢
に
る
り
。
而
し
て
近
時
埋
立
等
に
依
り
、
北
川
の
匝

域
の
狭
め
ら
れ
、

一
般
漁
携
に
あ
り
て
も
漁
揚
狭
院
た
る
現
軟

に
鑑
み
、

A
、
勝
下
に
養
航
の
適
地
を
求
む
る
左
阿
時
に
、
養
航
方
法
の
改
善

を
促
し
、
例
へ
ば
養
捕
に
あ
り
て
も
、
浅
海
又
は
干
潟
に
限
ら
れ

た
る
ヒ
ピ
立
法
を
、
水
深
五
、
六
尋
の
所
に
て
充
分
に
出
来
る
霊

下
文
に
改
め
し
む
る
事
。

第
四
十
三
巷

第
四
銃
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四

E
、
漁
業
組
合
又
は
漁
業
協
同
組
合
の
協
調
に
よ
り
措
岸
漁
業
白
調

墜
を
計
る
と
同
時
に
、
豚
外
出
漁
を
奨
励
す
る
と
と
。

C
、
先
蓮
地
に
握
る
A
淡
水
魚
の
噌
殖
を
計

p
、
或
は
製
痘
加
工
方

面
に
力
量
致
し
、
製
品
の
改
善
に
努
む
る
こ
と
等
田
政
策
を
樹
ワ

る
を
要
す
。

問
商
工
業

商
工
業
を
隆
盛
な
ら
し
め
、
過
剰
人
口
を
吸

取
す
る
の
要
あ
り
。
本
聯
が
布
味
、
北
米
、
中
南
米
等
に
移
民
鯨

と
し
て
著
名
た
る
り
.

一
間
よ
り
勧
察
す
れ
ば
耕
地
少
ぐ
法
村

に
過
剰
人
口
を
生
宇
る
事
大
に
し
て
、
而
も
一
都
市
に
於
て
之
を

吸
収
す
る
に
足
る
ぺ
き
大
商
工
業
の
護
達
を
見
ざ
り
し
結
果
と

も
云
ふ
を
得
ぺ
し
。
従
っ
て
近
代
的
大
工
業
の
誘
致
等
に
よ
り

脇
氏
の
企
業
心
を
勃
興
せ
し
め
、
他
同
現
在
の
商
工
業
の
粧
品
百

改
善
を
計
り
、
大
い
に
都
市
に
於
て
商
工
業
を
設
建
せ
し
む
る

の
要
あ
り
。

ヱ
萎
方
面
は
之
が
指
導
奨
励
機
闘
を
完
備
し
て
、
此
の
方
面

担〉

(6) 軍基
軍建
都を
の考
利究
用す

~~ 
(l) 

韮手
重う
り

本
燃
が
横
島
、
央
の
二
大
軍
都
を
有
す

る
の
位
置
を
生
産
方
面
に
於
て
も
充
分
に
考
慮
に
入
る
L
を
要

す。
A
、
農
業
に
あ
り
で
は
、
今
後
愈
土
阜
術
品
の
需
要
の
多
か
ら
ん
と



す
る
傾
向
に
順
感
し
、
牛
馬
等
の
生
産
の
噌
加
を
計
る
と
共
に
、

共
白
品
質
の
向
上
を
筑
し
、
副
業
と
し
て
も
兎
内
、
兎
毛
皮
等
を

奨
励
せ
ん
と
す
。

B
、
工
業
に
於
て
も
同
様
に
盆
々
場
加
せ
ん
と
す
る
軍
需
品
の
需
要

に
謄
ず
る
怨
め
、
叉
政
府
の
意
闘
す
る
職
時
動
員
計
責
に
策
臆
し

て
既
に
共
白
絡
に
就
け
る
織
工
業
白
統
制
、
船
大
工
り
斡
旋
等
に

力
を
致
さ
ん
と
す
。

乙
、
販
寅
方
国

山
賊
賀
方
面
K
於
て
最
も
考
殿
を
裂
す
る
一
事
項
は
、
近
時
庄

E
目、
T

コ臣、
Z
Z
E
E
E
E
京

5
?ト
釘

I
K貯
と
り
ヌ
絞
り

J
J

り車中，
t
o
v
Eヲ
4
7
f
f

，
J

ヌ
1
4
t
，
T
.
，
I

ノ

f

~

:〆

t
6
『

l
w
h州

'l・

調
和
友
り
と
す
。

配
給
機
闘
の
合
理
化
を
計
る
に
は
種
々
の
方

策
存
す
べ
き
も
、
左
の
如
き
産
業
組
合
と
商
業
組
合
の
提
携
蛇

に
産
業
組
合
自
身
の
自
制
等
は
最
も
考
慮
を
要
ず
べ
き
問
題
な

り
と
す
。

A
、
適
首
な
る
物
口
聞
に
就
い
て
は
、
小
一
買
は
之
を
商
業
者
に
委
ね
、

ん
品
該
商
業
者
自
組
織
す
る
商
業
組
合
と
産
業
組
合
聯
合
曾
等
が
相

聯
繋
し
て
配
給
機
闘
の
整
備
を
計
る
べ
き
こ
と
。
例
へ
ば
穀
物
商

業
組
合
と
版
賀
組
合
羽
合
曾
の
提
携
に
於
け
る
が
如
し
。

B
、
産
業
組
合
側
に
於
て
も
、
間
胤
賀
放
に
購
買
ロ
聞
と
し
て
取
扱
ふ
に

越
智
な
る
物
口
聞
を
選
定
ナ
ベ
こ
と
。

ω内
外
商
事
、
に
就
い
て
は
、
本
燃
物
産
の
特
色
が
、
賞
用
品

庚
島
燃
の
産
業
の
特
色
と
舟
来
の
産
業
政
策

に
し
て
主
と
し
て
民
度
の
低
き
所
を
顧
客
と
せ
る
闘
係
上
、
内

外
商
業
は
共
の
方
面
へ

ω進
出
を
考
究
す
る
の
要
あ
り
。
特
に

貿
易
に
就
い
て
は
、
満
洲
、
支
那
、
印
度
、
南
洋
、
中
南
米
等

に
カ
を
注
ぐ
べ
き
も
の
と
す
。

丙
、
組
織
の
改
善

現
在
経
済
組
織
の
下
K
於
て
、
動
も
す
れ
ば
現
は
る
L
事
あ

る
ぺ
き
、
白
由
競
争
、
弱
肉
強
食
の
弊
を
矯
め
、
又
愈
K

杢
園

的
ζ

匂
」
湧
く
な
る
〈
き
統
制
服
肺
桝
思
想
に
伽
癒
し
℃
引
今
後
/
鍋

h

耳
目
各
種
産
業
部
門
に
於
て
、
共
存
共
栄
を
基
調
と
せ
る
自
治
的

統
制
に
依
る
経
替
の
合
理
化
、
生
産
販
賓
の
統
制
、
設
備
の
共

同
利
用
を
勧
奨
す
る
の
要
切
友
る
も
の
る
り
。

山
農
村
に
あ
り
で
は
、
近
時
農
業
経
済
の
動
向
が
増
産
本
位

の
政
策
よ
り
、
債
格
政
策
に
重
黙
を
置
か
る
べ
き
時
代
と
な
れ

る
に
鑑
み
、
此
の
政
策
の
捨
営
者
と
し
て
最
も
遁
切
な
る
産
業

組
合
の
組
織
の
強
化
振
興
を
計
り
、
農
山
漁
村
の
経
済
更
生
の

中
心
と
た
り
て
、
販
寅
に
、
購
買
に
、
金
融
に
、
利
用
に
遺
憾

な
き
活
動
を
促
さ
ん
と
す
。

以
上
の
目
的
達
成
の
矯
め
に
、
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山
山
島
勝
。
所
業
の
特
色
と
将
来
の
所
業
政
策

山
五
十
有
徐
を
算
す
る
産
業
組
合
未
設
置
町
村
の
解
消
、

間
現
在
共
の
加
入
率
が
農
家
戸
数
の
六
二
%
に
過
ぎ
ざ
る
組

合
員
を
全
戸
加
入
と
鋳
す
ぺ
き
事
、

間
成
績
不
振
の
産
業
組
合
の
強
化
振
興
、

ω部
落
尚
一
民
匝
は
剛
氏
事
賞
行
組
合
に
組
織
嬰
更
せ
し
め
、
産
主

組
合
に
法
人
加
入
せ
し
め
、
汎
く
本
側
尽
を
も
組
合
の
恩

典
に
浴
せ
し
む
べ
き
事
、

同
信
別
事
犯
に
の
み
帰
せ
る
矧
似
を
行
似
し
℃
、
組
合
中
一
L

ご
旬
干
高
上
三
m
削
工
伽
司
、
ノ
町
楚
'
v
合

4Z仕
口
民
、
ノ
自
宅
丈
コ
恥
句

J
H
υ
E
・3
E
r
-
-苛
広

}

H
P

豆、↑↑一ジ玄ヂ甘
U
h引
Im17止
h
p
n
v
k
H
B
d

、1
t
F
J〈
何
古
川

vru--Ic--

て
活
躍
河
し
め
ん
が
錦
に
、
ハ
け
農
家
の
生
産
物
の
販
賓
統

制
に
、
作
農
家
の
生
産
投
に
生
活
の
必
需
品
の
購
買
統
制

に
、
い
農
産
加
工
の
共
同
施
設
、
由
民
用
器
具
の
共
同
利
用

等
の
利
用
事
業
に
一
段
の
進
展
を
計
る
べ
き
事
‘

等
は
今
後
カ
を
議
す
ぺ
き
目
総
出
。

農
村
工
業
、
組
合
製
総
等
愈
々
特
殊
組
合
の
活
動
に
倹
ワ
べ

き
も
の
多
し
。
之
が
横
充
弧
化
を
計
る
は
最
も
念
務
危
り
と
信

歩。

ω漁
村
に
杭
り
で
は
、
法
制
上
何
等
粧
消
行
伐
を
た
し
符
ざ

る
漁
業
組
合
を
、
漁
業
協
同
組
合
に
組
織
務
更
せ
し
め
、
之
に

よ
り
て
粧
品
百
の
合
理
化
を
計
り
て
以
て
漁
村
粧
済
の
中
枢
機
闘

た
ら
し
め
ん
と
す
。

間
商
工
業
は
本
臓
の
特
色
が
、
中
小
商
工
業
に
あ
る
現
献
に

警
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鑑
み
、
生
産
販
賢
雨
方
面
に
一
円
一
る
自
治
的
統
制
を
潟
し
進
ん
で

共
同
施
設
利
用
を
潟
さ
し
め
、
以
て
連
絡
統
制
を
絞
く
現
献
を

改
め
し
め
ん
が
弱
に
、
谷
々
商
業
組
合
、
正
明
治
組
合
の
設
立
の

勧
奨
に
力
を
註
が
ん
と
す
。

了
、
初
光
客
の
誘
致

本
仰
柿
が
海
に
山
に
民
税
に
官
み
、
叉
史
蹟
に
豊
か
た
る
に
鑑

み
院
く
天
下
に
本
鯨
の
風
光
を
紹
介
し
、
史
蹟
を
顕
彰
し
、
ム
骨

を
ト
品
燃
に
杖
ψ
r
F
H

児
く
も
の
ど
多
か
ら
し
h
u

る
の
根
本
的
用
祉
制

1

4
9
p
h
G
M
L工
E
U

成
、
補
助
政
策
の
合
理
化

附
加
し
て
十
訟
に
漣
ぷ
る
を
要
す
る
は
、
生
産
、
販
寅
共
に
関

聯
し
た
る
問
題
と
し
て
の
臓
の
楠
助
政
策
な
り
。
国
の
補
助
政

策
に
就
い
て
も
再
検
討
の
宴
あ
る
も
、
之
は
暫
く
措
き
服
の
補

助
も
亦
従
来
は
兎
角
間
柄
下
全
部
に
綿
花
的
に
撒
布
す
る
の
鮮
・
な

き
に
あ
ら
や
。
更
に
共
の
放
処
に
つ
い
て
も
考
慮
の
要
あ
る
も

の
砂
か
ら
や
。

今
後
は
有
妓
適
切
な
る
事
弐
に
劃
し
集
中
的
補
助
を
筑
し
、

放
町
市
を
↓
充
分
に
悲
ぐ
る
と
同
時
に
、
他
耐
従
来
朝
日
憤
的
と
た
。

来
り
た
る
補
助
金
に
し
て
、
放
山
苅
疑
は
し
き
も
の
又
は
自
立
の

道
山
北
ち
た
る
も
の
等
は
今
後
は
整
迎
す
る
の
要
あ
り
。

以
上
の
如
き
方
針
の
下
に
燃
下
産
業
の
綜
合
的
協
調
的
後
民

を
策
す
る
を
以
て
ほ
九
島
牒
産
業
政
策
と
潟
す
。


